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•
 

Engdahl & Villaseñor
 

(2002) のCentennial 
Catalog の構成

 
（CENT7.CAT, CENT.CAT）

•
 

特に「1900-1999年のマグニチュード≧7の地震リス
 ト」について

•
 

その中の，Pacheco and Sykes (1992)の
 「1900‐1989年の地震モーメントカタログ」 の影響

•
 

長期的活動の変化と2004年スマトラ沖地震
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CENT7.CAT の累積度数，
 

Ｍ－Ｔ図



Table 1    Example of listing of centennical catalog CENT7.CAT by Engdahl and Villasenor (2002). 

icat asol,isol yr monday hr min sec glat glon dep greg ntel mag msc mdo mag msc mdo mag msc mdo mag msc mdo

ABE 0 1 5 19 0 0.00 -3.000 102.000 0.0 274 0 7.0 Ms AN2 0.0 0.0 0.0
ABE 0 1 11 9 7 0.00 -5.000 148.000 0.0 192 0 7.0 Ms AN2 0.0 0.0 0.0
ABE 0 1 20 6 33 0.00 20.000 -105.000 0.0 55 0 7.3 Mw P&S 7.4 Ms AN2 7.3 Ms P&S 8.2 UK B&D
UTSU 0 1 31 19 22 0.00 48.000 146.000 450.0 663 0 7.5 Mj UTSU 0.0 0.0 0.0
UTSU 0 5 11 17 23 0.00 38.700 141.100 5.0 228 0 7.0 Mj UTSU 6.8 Ms BJI 0.0 0.0

EHB DEQM 80 7 8 23 19 24.06 -12.485 166.482 55.7 184 226 7.5 Mw HRV 7.5 Mw P&S 7.3 Ms ABE1 7.3 Ms P&S 7.3 Ms I
EHB DEQM 80 7 16 19 56 48.66 -4.434 143.579 86.3 202 313 7.3 Mw HRV 7.4 mB ABE3 6.3 mb ISC 6.5 mb NEIS 6.9 Ms I
EHB DEQM 80 7 17 19 42 24.60 -12.481 166.004 32.3 184 184 7.8 Mw HRV 7.8 Mw P&S 7.7 Ms ABE1 7.7 Ms P&S 7.5 Ms I
EHB DEQM 80 10 10 12 25 25.52 36.141 1.401 12.4 396 248 7.1 Mw HRV 7.1 Mw P&S 7.1 Ms ABE1 7.1 Ms P&S 7.2 Ms I
EHB DEQM 80 10 24 14 53 35.62 18.176 -98.235 64.8 523 318 7.2 Mw HRV 7.0 mB ABE3 6.3 mb ISC 6.4 mb NEIS 6.8 Ms I
EHB DEQM 80 10 25 7 0 8.51 -22.023 170.135 24.5 189 129 7.1 Mw HRV 6.7 Ms ISC 6.7 Ms NEIS 6.6 UK PAS 5.7 mb I
EHB DEQM 80 10 25 11 0 7.43 -21.940 170.054 38.4 189 136 7.5 Mw HRV 7.5 Mw P&S 7.0 Ms ABE1 7.0 Ms P&S 7.2 Ms I
EHB DEQM 80 11 8 10 27 35.20 41.110 -124.300 17.3 35 351 7.3 Mw HRV 7.3 Mw P&S 7.2 Ms ABE1 7.2 Ms P&S 7.3 Ms I

マグニチュードデータセット（最大8組）

CENT7.CATのデータセット構成例



CENT7.CATのマグニチュードの分類

Ｍの種類(msc)構成 Ｍの出典(mdo)構成



１年毎の地震数とＭの種類



１年毎の地震数とＭの出典構成



Ｍ別度数分布

Ｍの種類別ヒストグラム Ｍの出展別ヒストグラム



Pacheco and Sykes , 1992, BSSA, 82 



Pacheco and Sykes , 1992, BSSA, 82 

CENT7.CATのよるＭｓ（Ｐ＆S）とＭｓ（ＡＢＥ）の相違とヒストグラム



Pacheco and Sykes (1992)の地震モーメントのカタログの中味

黒塗りは、‘補正

 したＭｓ’から，
Ｅｋｓｔｒｏｍ

 
ａｎｄ

 Ｄｚｉｅｗｏｎｓｋｉ

 
（１

 ９８８）の，Ｍｓと

 地震メーメントＭｏ

 の経験式を用い

 て，一律にＭｏに

 変換した地震．



ＣＥＮＴ７．ＣＡＴに基づくＭｓ（ＡＢＥ）（1900~1980年）および
 Mｓ（ＰＤＥ，ＩＳＣ）（1981～1999年）の累積度数（Ｍs0.1毎及び総数）

 注：必ずしもCENT7.CATを代表するMではないので，総数はＣＥＮＴ７．ＣＡＴの総数より少ない．



Ogata & Abe, 1991,  Some statistical features of the long-
 term variation of the global and regional seismic activity
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地震の発生時間の自己共

 分散関数とtime-rag
 Ogata & Abe (1991)
 

Similarity index H 
(0<H≦1)

 ・

 
½<H<1: long range 

dependence (positive auto-
 covariance) 

World Ms≧7

In and around Japan Mj≧6



まとめ1
 

－尾形（１９９３），p４２７－４２８

．．．Perez and Sholz
 

(1984)は「世界規模の大地震発生率は一定である」と

 いう仮説のもとで，1896～1980年を3区間に分けて各々の区間の地震発生

 率に関する平均値の差の検定を行なった．その結論としては阿部カタログが

 不均質であり，その原因として考えられるのは1922～1948年の間マグニ

 チュードをおよそ0.2過大評価（over-estimate）しているためであると言うので

 ある．しかし，このマグニチュードの過大評価という結果は使用された地震計

 の特性や原記録に基づくものではない．．．．．．．．
高緯度地方の地震活動変化は宇津カタログによる日本周辺地域のものと大

 変良く似ている．．．．．二つのカタログは地震波の異なった部分を使った，異

 なったマグニチュードの決定法に基づいたものにも拘らず，一世紀を通して似

 通った発生率変化を示している．したがって，宇津・阿部両カタログの地震発

 生率の変化が，不均質によるというより，実際の地震活動の変化であると考

 えた方が自然である．すなわち1920～40年代で地震発生率が高くそれ以降

 現在に至るまでは低いと考えられる．
全地球的な地震活動が「定常」であるのは有限な地球のなかの確率過程と

 して自然な前提である．しかし，非定常なトレンドと見違えるような阿部データ

 の折れ線状の地震数の累積曲線はどう理解したら良いのであろうか．Perez 
and Scholzは「世界の大地震は一割未満の余震を除けば地震発生時は定

 常ポアソン過程にしたがっている」という仮定をしている．しかしOgata and 
Abe (1991)の統計解析によると，世界の大地震の発生時系列は，通常の中

 小地震と同様，長記憶性 (long-range correlation) を示すことが確認された．



まとめ２

 
－

 
宇津（１９９９），地震活動総説，p４５４

あるマグニチュードＭｚ以上の地震数は，Ｍｚに非常に敏感で，Ｍｚ
 が0.1変れば20～30%，0.3変れば2倍違ってくる．したがって，観

 測状況の変化などによって，マグニチュードに系統的な偏差が少し
 生じると，すぐ積算曲線の傾斜に現れてくる．

しかし長期的に（たとえば10年のオーダーで）見て積算曲線の傾き
 が違うからといって，マグニチュード決定（またはその他の観測条

 件）が違っていると直ちにいえない．
Perez・Scholz (1984, BSSA74,669)は阿部の世界のＭ7.0以上

 の地震カタログは，1922~48年のＭが0.2ほど系統的に大きいとし
 ている．しかし，「地球の地震活動は長期的には一様だからＭ7.0

 以上の地震の発生率が長期的に変動するはずはない」といえるだ
 ろうか（尾形・阿部，1991，ISR59，139;尾形，1993，ＴＧ22，413

 参照）．
Pacheco・Sykes（1992，BSSA82、1306）は上記期間のＭを0.2

 引いたカタログ（モーメントカタログと称しているが大部分はマグニ
 チュードからの換算）を出している．



以上のような背景，事情を持つCENT7．CATであること



1900 1 1-2008 520  M>7.5   
Dep:0-100   N=368

Sumatra 
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References 
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Plate boundaries: Bird, P. (2003). 
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Number of earthquakes 
with M>7.5 in region C

1900-1957  25 events
1958-1996   0 
1997-2008   5

M-t plot in regions A, B, and C with M>7.5 and depth<

 

60 km during 1900/1/1-2008/5/20



Temporal change of cumulative frequency-magnitude relation 
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